研究室だより by unknown














研
究
室
だ
よ
り
人
事周
香
織
助
手
、
三
月
三
十
一
日
附
け
で
退
職
。
（
一
年
間
で
あ
っ
た
が
、
本
当
に
学
科
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
た
。）
訃
報昭
和
五
十
二
年
四
月
よ
り
平
成
七
年
三
月
ま
で
十
八
年
間
に
わ
た
り
本
学
に
奉
職
さ
れ
、
本
学
文
学
部
長
、
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
短
期
大
学
学
長
を
歴
任
さ
れ
た
分
銅
惇
作
先
生
が
、
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
九
日
、
八
十
四
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
漱
石
・
鴎
外
の
研
究
か
ら
出
発
さ
れ
、
詩
人
千
家
元
麿
に
親
炙
さ
れ
る
と
と
も
に
、
戦
後
は
同
郷
の
作
家
伊
藤
永
之
介
、
金
子
洋
文
ら
と
「
社
会
主
義
文
学
」
を
創
刊
し
て
活
躍
。「
種
蒔
く
人
」
の
研
究
・
顕
彰
を
は
じ
め
、
大
正
・
昭
和
期
を
中
心
と
す
る
近
代
詩
・
詩
人
論
な
ど
の
多
く
の
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
と
り
わ
け
、
深
い
法
華
経
理
解
に
根
ざ
し
た
宮
沢
賢
治
論
は
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
達
成
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
気
さ
く
な
お
人
柄
で
多
く
の
学
生
を
教
導
す
る
と
と
も
に
、
大
人
の
風
格
を
も
っ
て
国
文
学
科
を
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
特
別
講
演
会
開
催
平
成
二
十
年
度
第
一
回
国
文
学
科
特
別
講
演
会
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
午
前
十
一
時
〜
十
二
時
本
館
４４１
教
室
（
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
）
「
源
氏
物
語
」
と
「
新
古
今
」
の
歌
人
た
ち
久
保
田
淳
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院
会
員
）
平
成
二
十
年
度
第
二
回
国
文
学
科
特
別
講
演
会
平
成
二
十
年
十
二
月
十
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜
四
時
十
分
香
雪
記
念
資
料
館
１
階
大
教
室
古
代
の
残
留
と
顕
現
―
日
本
・
琉
球
・
韓
国
へ
の
時
空
を
越
え
る
旅
―
伊
藤
好
英
先
生
（
慶
應
義
塾
高
校
教
諭
・
明
治
大
学
講
師
）
大
学
院
研
究
会
開
催
平
成
二
十
年
度
後
期
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
研
究
会
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
五
時

館
１１１
教
室
―９７―
大
伯
皇
女
研
究
―
『
万
葉
集
』
巻
二
相
聞
部
所
載
歌
の
表
現
―
博
士
前
期
課
程
二
年
伊
藤
好
美
仮
名
遣
い
か
ら
見
た
『
春
色
梅
児
誉
美
』『
春
色
辰
巳
園
』
―
「
故
」「
参
」
の
場
合
―
博
士
後
期
課
程
二
年
木
川
あ
づ
さ
古
事
記
に
お
け
る
名
と
称
助
教
植
田
麦
今
回
は
博
士
前
期
課
程
・
博
士
後
期
課
程
・
教
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
の
発
表
と
な
っ
た
。
冬
の
訪
れ
も
感
じ
る
一
日
で
は
あ
っ
た
が
、
議
論
は
白
熱
し
た
。
院
生
諸
姉
は
今
後
の
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
糧
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
〈
編
集
後
記
〉
平
成
の
御
世
も
、
は
や
廿
年
を
閲
し
、
愚
生
も
勤
続
二
十
年
の
表
彰
を
受
け
た
。
歳
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず
、
数
々
の
学
生
を
送
り
出
し
た
が
、
朦
朧
と
し
て
昨
年
卒
業
し
た
ゼ
ミ
生
の
顔
さ
え
定
か
で
な
い
。
代
悲
白
頭
翁
の
「
代
」
が
と
れ
て
し
ま
っ
た
身
に
、
こ
れ
昔
紅
顔
の
美
少
年
の
面
影
は
遠
い
。
せ
め
て
『
実
践
国
文
学
』
編
集
長
は
老
を
送
る
の
職
と
な
ら
ん
か
。
（
影
山
輝
國
）
平
成
二
十
年
度
後
期
号
に
あ
た
る
第
七
十
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
先
号
よ
り
、
国
立
情
報
学
研
究
所
の
研
究
紀
要
公
開
支
援
事
業
に
参
加
し
、
本
誌
を
ｐ
ｄ
ｆ
デ
ー
タ
に
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
を
し
て
い
ま
す
。
今
号
以
降
も
同
様
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
媒
体
が
変
わ
っ
て
も
情
報
そ
の
も
の
の
価
値
が
下
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
眼
光
が
モ
ニ
タ
の
背
に
徹
す
る
こ
と
は
難
し
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
。
（
植
田
麦
）
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